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第 5 章では，自然風下での換気実験，風洞実験などを行ない，第 4 章で提案した式を修正し，実際の建物の単一関
口室に適用すべき通気量算定式を誘導している。
第 6 章では，単一関口における通気量を算定するために必要な壁面近傍風速の資料の蓄積を行っている。




















(5) ピストン流で 1 ，完全混合で 0.5 となる換気効率は，単一関口で関口中心に淀み点が位置する特殊な場合を除い
て，最低で 0.4程度を考えれば風力換気計画を行なう上ではほぼ安全側であることを明らかにしている。
(6) 時系列の自然風データを用いて室内汚染物濃度を非定常計算によって算出する方法の手順を示すとともに，中層
の集合住宅を例に室内の汚染物濃度の頻度分布累積頻度分布の算出を試み，同手法の有効性を実証しているO
(7) 自然風の風向・風速の同時頻度分布を利用した簡易な瞬時定常計算の概念と手法が極めて有効な方法であること
を実証している。
以上のように本論文は，自然風の乱れを考慮した風力換気計画法を確立しており，風の乱れが通気量に与える影響
を考慮しながら，自然、風のデータを入力として室内の汚染物濃度の頻度分布を予測する手法を新たに提案し，より望
ましい風力換気計画法を確立しているO その成果は室内空気環境の改善に役立つものであり，建築環境工学の発展に
寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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